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 「
近代日本の能と植民地朝鮮
」と題する
本博士
論文は、
帝国日本を代表する芸能である
能
楽
が「前近代の芸 」 「幕府の芸能」から「近代の芸能」
を経て
「
日本、
、
の芸能」へと推移
・
再誕
する過程
、「能
楽
の近代性」とも言いうる
国民国家的価値の下でその位相を再構築する
過程を
実証し
検証するという問題意識を背景に、
膨張主義
によって新たに
拡張された空間
である植民地朝鮮に
於いて
能が
如何なる
動態を見せ
、
如何なる文化装置として機能したの
かという
問題を探求することを目的とする。
帝国
の
本体
である宗主国
における能
楽
の歴史
とその
在りよう
が一つの基準としてあ
り、
そこに
総力戦体制という権力が極限化される状
況の
もと
で権力と芸能
(文化
)の錯綜の展開と行方を
追跡する
ことで「近代日本と能
楽
」と
いう問題の本質に触れることができるものと考える。
 
第一部
「近代日本と能
楽
」
 
近代とともに登場した謡本をめぐる著作権問題や
免状発行権などといった
事件が相次
ぎ、
京城で今様能楽が話題となったり平壌妓生に「
能楽及び謡曲」を教えて植民権力のもとで
改良・保存しようとする動きが生じるが、 れらは
単なるお家騒動
などではなく
「近代性」
を象徴する
事件であり、
新たな時代の前で旧来の秩序に対する新たな秩序を適用しようと
する挑戦という構図で捉える
。
徳川の
猿楽、
、
から、日本帝国の
能楽、
、
への転換となる始まりの
表象であった
と
見る。
また、
近代の到来と能
楽
復興の動因という観点から
日清・日露両戦
争
という
非常事態のもとで能楽が権力との距離をどのように再編
した
のか
の
問題への接近
を試みた。
 
第二部
「
植民地朝鮮と能
楽
」
 
国家芸能として見事に返り咲いた能
楽
の位相を見せる
京釜鉄道開通式典祝賀
能とその意
味を
検討し、
膨張を続ける帝国日本の「国威」を誇示し表象するに相応しい「国家芸能」
としての姿が
確認した。
京釜鉄道開通式典祝賀能は、近代に入っての能
楽
の海外公演の嚆
矢であり且つその場所が日清・日露両戦争で権益と支配争奪戦の対象となった大韓帝国の漢城
(京城
)であることを含めて、近代能楽史の一断面を示している。
さらに
その
五年後の
国諷会主催能
と一九三五年の宝生重英一行による
鮮満支各地演能
を取り上げて、それぞれ
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朝鮮王覧能と
満州国皇帝御前能
への試みを指摘し、主に泉秋花が主宰する国諷会による朝
鮮王覧能の問題を論じた。
これ
ら
は
政治外交的目論見とは
異なる
文化的、
、
、
・
興行的王権への、
、
、
、
、
、
、
挑戦、
、
であ
り、
ここには天皇への絶対服従と朝鮮王・満洲国皇帝への
挑戦
という図式が成り
立つ。
一方、
京城謡曲界形成
に関する
基礎
調査を
一九一〇年前後の能謡関係の雑誌と新聞
記事などを手がかりにその痕跡を追跡した。
また、
釜山謡曲界形成
も追跡した
。
京城
同様、
新たに流入した植民者を担い手とした勢い
の下
で
主導層の移動を伴
い
謡曲会組織化へと進
んだ
。
一方
、
一九一八年一月
の
王世子李垠の勧めによ
る
高宗と純宗、そして同王妃が同席
し
た
徳寿宮石造殿で
の
謡会
と
その時
の
担当者の
金
東完なる人物を通して謡曲が植民地にお
ける境界線の文化装置として機能していることを明らかに
 
第三部
 
「総力戦体制下の文化統制と能楽」
 
技芸者証制度による芸能統制とそれによる国家芸能の墜落を通して権力と芸能の力学
関
係
を考察し
た
。「日本精神の国粋」というイデオロギーの担い手
は一体誰なのか
。
室町時代
から常に現行の芸能として存在し続けた能
楽
に「大和民族」 「大和魂」というイデオロギー
と文化的伝統性を
与える
ことで大日本帝国・日本民族の優れた精神性を前面に押し出して
戦争遂行のための強靭な銃前・銃後の
動力とし
た
の
であるが、問題は能
楽
・謡
曲
は最上流・
中流以上の特定階層による専有物であ
り、
皇国臣民
は
血統的日本人と法的日本人に二分さ
れる境界線が
実在
する。
「
日本精神の国粋」の担い手が誰であったのか具体化できないとこ
ろにその本質があった。
最後に
今日の能
楽を以て
日本の伝統文化を表象する 「カノン
(古典
)」
としての地位を確固たるものとし
た
「六〇〇年以上続いた日本の伝統芸能」という言説を
歴史的に追跡することでい語られていない近代能楽史の断片を埋めた。
「六〇〇年以上」
続いたのは決して国民国家が望む「正」の部分だけではなく「負」の部分もその中に蓄積されて ることを看過してはならない。
 
おわりに
、
世阿弥時代から独自の特質を芸術性に昇華させながら六〇〇年以上続いてい
る芸能が能楽である。近代という新たな時代のも で国家芸能
・能楽
と
な
るが、国体が揺
らぐと 報国のための一芸能 墜落し 歴史的事実
、
ほぼ同時に進められた「日本精神
の国粋」
、しかし
その実態
は
一般民衆には浸透していなかった事実
、
戦争という破壊的
・
暴力的状況に露出さ
れ
委縮する芸能の反対側にある
戦争という狂気が国体護持・芸能報国
という幟の下でナショナリズムや国粋主義を扇動し国民を統合する国家芸能をつくりだすことはど 説明するのか。戦争によって思想戦・宣伝戦 翼賛という名の下 動員される芸能は、決して「沈滞」ではなく、 家の権威を表象する国家芸能 して 地位に昇り「そ
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の時代」を風靡することになる。能
楽
はそうでなかったのか、という問いにどう答えどう
説明するのか、である。
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